






　 This paper is a continuation of  Sensui (2020), which observed and analyzed 
influence of  pitch changes of  stressed or unstressed words for their perception 
by Spanish participants. In this study, based primarily on the same experimental 
scheme in Sensui (2020), another experiment was conducted with Mexican 
participants, with several modifications such as addition of  stimuli edited from 
sentences recorded by a Mexican informant. The experiment was divided 
into two parts. Part one contains two sessions, both recorded by the Mexican 
informant; one, to evaluate naturalness of  stimuli, and the other, to choose if  
the item they hear is of  declarative or interrogative subordinate clause. Part two 
follows the same structure, but its stimuli are the same as those used in Sensui 
(2020), recorded by a Spanish informant. The results indicate that modification 
in conjunction que is perceived less natural than that of  interrogative qué; upward 
modification of  pitch in unstressed que tends to be perceived as qué; there are 
some differences in the response of  Mexican participants to stimuli recorded by 












強勢語の接続詞である que のピッチを上げると，強勢語で疑問詞の qué のよ
うに，逆に，qué のピッチを下げると無強勢語の que のように聞こえるよう
になる場合がある。また，2st 程度変化させるだけでもそのような現象が起
こり始め，6st ～ 8st 高さが変化すると，加工を施していない刺激と比較し
























　メキシコ人ネイティブスピーカーによる録音は，2019 年 7 月，南山大学
のスタジオにおいて行われた。使用した録音機材はリニア PCM レコーダー









 1a Convéncele para que lo quiera.（彼がそれを欲しがるように説得しなさい）
 1b Pregúntale para qué lo quieres.
 （君がどうしてそれを欲しがっているのか彼に尋ねてみなさい）
 3a Dile que le dijiste la verdad.（彼に本当のことを言ったと言いなさい）
 3b Dile qué le dijiste de verdad.（彼に本当に何を言ったのか言いなさい）








　文番号 1a，3a の que を 2 st100（100Hz を 0としたセミトーン，以下 st と
する），4st，6st，8st 上げた刺激（合計 8個）と文番号 1b，3b の qué を 2st，
4st，6st，8st 下げた刺激（合計 8個）を，Praat の Pitch Stylize の機能を用い
て作成した。このようにして作成した刺激と文番号 1a，1b，3a，3b それぞ
れに対し，加工を施していない刺激（合計 4個）とを合わせ，合計 20 個の
刺激が 3回ずつランダムに出てくるように並べ替えたファイルを作成した。
このファイル作成には，Sound it! 7 Basic for Windows（Version 7.01.0）（株式
会社インターネット）を使用した1）。刺激作成のために使われた文は，文番
号 1a は録音時 4回目，文番号 1b は同 6回目，文番号 3a は同 2回目，文番




録音された文番号 1a を分析した図を，図 2に今回録音したメキシコ人ネイ
ティブスピーカーによって録音された同じ文を分析した図を示す。これに続







図 1　Convéncele para que lo quiera.
（加工なし・スペイン人ネイティブスピーカー）




図３　Convéncele para que lo quiera.
（カーソル部分 2st 上昇・メキシコ人ネイティブスピーカー）




図５　Convéncele para que lo quiera.
（カーソル部分 6st 上昇・メキシコ人ネイティブスピーカー）






下線を付した部分だけを切り出し，(A) と同様，文番号 1a，3a の que を 2st，
4st，6st，8st 上げた刺激（合計 8 個）と文番号 1b，3b の qué を 2st，4st，
6st，8st 下げた刺激（合計 8 個）を作成した。当該部分の上げ下げには，
Praat の Pitch Stylize の機能を用いた。このようにして作成した刺激と文番号
1a，1b，3a，3b の各文から下線を付した部分だけを切り出し，かつそれに
加工をしていない刺激（合計 4個）とを合わせ，合計 20 個の刺激が 3回ず
つランダムに出てくるように並べ替えたファイルを作成した。このファイル












在住している。これらの被験者のうち，2名（被験者番号 513 および 517）
の回答に未回答項目があったため，当該被験者のデータは結果集計から削除
した。このため，本論文で分析の対象となった被験者数は 19 名となる。
































に，それとは逆に，文番号 1b と 3b に含まれる qué（強勢語）のピッチを
2st ずつ下げた場合の被験者による評点を図 11 と図 12（メキシコ人ネイティ





作成した刺激に対するメキシコ人被験者の評点には，図 7，図 8，図 11，図
12に見られるように，全体として大きな変動は示されない。敢えて言うなら，
図 8，図 12 で若干の評点の下降が見られる程度である。一方，スペイン人
ネイティブスピーカーによる録音を基に作成した刺激に対する評点の方には
変動が見られる場合がある。例えば，図 9および図 10 で示されるように，
高さを変える幅が大きいほど，評点が下がっている。図 9では，変更を加え
ていない刺激に対しては 5.09 という高い評点になっているのに対し，8st 上
昇させた刺激では 3.74 と低くなっている。また，変動幅の大きさが大きく
なるほど評点が下がっていく様子が見える。図 10 では，図 9ほどはっきり
した低下ではないが，変動幅に応じて徐々に下がっていくことが見て取れ，
特に 6st と 8st の変化の間でそれまでよりも大きな下がり方になっている。





図 7　 文番号 1a の que（無強勢語）のピッチを 2st ずつ上
げた場合のメキシコ人被験者による評点（文脈あり・
メキシコ人ネイティブスピーカーによる録音）





図９　 文番号 1a の que（無強勢語）のピッチを 2st ずつ上
げた場合のメキシコ人被験者による評点（文脈あり・
スペイン人ネイティブスピーカーによる録音）





図 11　 文番号 1b の qué（強勢語）のピッチを 2st ずつ下げ
た場合の評点メキシコ人被験者による評点（文脈あ
り・メキシコ人ネイティブスピーカーによる録音）





図 13　 文番号 1b の qué（強勢語）のピッチを 2st ずつ下げ
た場合の評点メキシコ人被験者による評点（文脈あ
り・スペイン人ネイティブスピーカーによる録音）
















号 3a については，図 16 から分かるように，8st 上げたところで，平叙文と
して知覚された割合と疑問文として知覚された割合が逆転する。これは泉水
（2020：75）で，スペイン人被験者に対して行った実験結果と同様の結果で
ある。その一方で，図 15 で示されるように，文番号 1a については，6st 上
げたところまでは，両者の割合が徐々に近づいていくが，8st 上げた刺激では，
その割合は再度離れる。
　次に，図 17 と図 18 は，スペイン人ネイティブスピーカーによる録音を
基にして作成した刺激であるが，文番号 1a に関して，図 15 のような数値の
変動は見られない。文番号 3a についても同様である。いずれも当該部分に
加工を行っていない刺激では 90％以上が，平叙文と知覚しているが，8st 上
げると 25 ～ 30％程度，疑問文として知覚されるようになる。
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の高さに変化を加えても，図 19 および図 20 から分かるように，ほとんど
判断に変化は現れない。一方，スペイン人ネイティブスピーカーによる録音
を基にして作成した刺激では，図 22 から分かるように，3b では当該部分の
高さに変化を加えても，図 20 の 1b 同様，判断にほとんど変化は見られない。

































































































る。ただし，文番号 1a で，当該部分を 8st 上昇させた際にその傾向が解消
されてしまう原因は不明である。これに対し，強勢語 qué の高さを下げた場
合，メキシコ人インフォーマントの録音した音声から作られた刺激の場合，
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